
　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
折
尾
ま
つ
り
、

折
尾
神
楽
「
夏
越
祭
」、
オ

リ
オ
ン
ピッ
ク
、
折
尾
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
、
お
り
お
バ
ル
な

ど
様
々
な
イ
ベン
ト
が
開
催
さ

れ
、
折
尾
地
区
が
多
く
の

人
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
地

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
終
盤
戦
を
迎
え
て
い

る
折
尾
地
区
総
合
整
備
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
若
干
の
遅

れ
が
発
生
し
、
折
尾
駅
南
側

域
の
皆
様
の
ま
ち
づ
く
り
への

積
極
的
な
ご
尽
力
に
、
心
よ

り
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　
さ
て
、
平
成
16
年
度
か
ら

進
め
ら
れ
て
き
た
「
折
尾
地

区
総
合
整
備
事
業
」
は
、

新
駅
舎
、
鉄
道
高
架
化
、
北

側
駅
前
広
場
の
整
備
を
終

え
、
着
実
に
前
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
現
在
、
南
側

駅
前
広
場
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
令
和
８
年
中
の

完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
場
が
完
成
す
れ
ば
、

折
尾
の
玄
関
口
と
し
て
利
便

性
の
向
上
と
新
た
な
賑
わ
い

広
場
の
整
備
工
事
が
令
和
８

年
11
月
頃
の
完
成
と
な
り
そ

う
で
す
。
ま
た
、
駅
南
側
の
区

画
整
理
も
完
了
が
延
期
と
な

り
、
令
和
10
年
３
月
の
予
定

と
な
り
ま
し
た
。
駅
南
側
の
人

口
は
９
０
０
人
程
度
で
す
が
、

区
画
整
理
が
完
了
し
、
ア
パー

ト
・マ
ン
シ
ョン
群
が
完
成
す
れ

ば
、
４
５
０
０
人
程
度
の
人
口

と
な
り
、
比
較
的
若
い
人
た
ち

が
暮
ら
す
賑
や
か
な
街
に
な
り

ま
す
。

　
そ
し
て
、
折
尾
駅
と
学
園

の
創
出
に
繋
が
る
も
の
と
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
北
九
州
市
は
昨
年

４
月
に
、
民
間
開
発
が
本
格

化
す
る
段
階
を
迎
え
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
新
コ
ン
セ
プ
ト

「
オ
リ
オ
Ｘｃ
ｉ
ｔｅ
」
を
掲
げ

ま
し
た
。
分
譲
マ
ン
シ
ョン
や

ホ
テ
ル
な
ど
の
開
発
計
画
が

７
棟
に
達
し
、
折
尾
は
多
様

な
都
市
機
能
を
持
つ
、
魅
力

あ
ふ
れ
る
街
へ
と
変
革
を
遂

げ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
進
化
す
る
新
し
い
街
並
み

の
中
で
、
変
わ
ら
な
い
の
が

「
折
尾
の
人
の
力
」
で
す
。
こ

れ
ま
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

大
通
り
間
の
交
差
点
の
安
全

対
策
と
し
て
、
歩
車
分
離
信

号
化
が
今
期
末
ま
で
に
実
施

さ
れ
る
そ
う
で
す
。
今
後
と

も
折
尾
の
町
の
発
展
に
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
各
自
治
区
会
、
町
内
会
の

必
要
性
は
、
安
全
・
安
心
、
そ

し
て
清
潔
な
街
づ
く
り
の
た
め

に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
自
治
会

加
入
率
の
低
下
に
歯
止
め
が
か

か
ら
ず
、
役
員
の
な
り
手
不
足

組
ん
で
き
た
地
域
の
方
々
の

熱
い
思
い
に
加
え
、
折
尾
地

区
は
高
校
や
大
学
が
充
実
し
、

若
者
た
ち
の
活
気
も
満
ち
溢

れ
て
い
ま
す
。
様
々
な
世
代

や
立
場
の
人
々
が
交
流
し
知

恵
を
出
し
合
う
こ
と
で
、
新

た
な
活
力
が
生
ま
れ
、
地
域

全
体
が
さ
ら
に
発
展
し
て
い

く
。
そ
の
よ
う
な
折
尾
の
未

来
に
心
よ
り
期
待
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
八
幡
西
区
役

所
と
し
ま
し
て
も
力
を
尽
く

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

結
び
に
、
折
尾
地
区
の
ま
す

ま
す
の
発
展
と
、
皆
様
に
とっ

て
本
年
が
実
り
多
き
一
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

も
表
面
化
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
、
八
幡
西
区
で
は
、

11
名
の
区
会
長
、
３
名
の
市
職

員
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
座
長
・
桑
原
）
を
立
ち
上
げ
、

昨
年
４
月
よ
り
毎
月
１
回
の
討

論
会
を
実
施
し
、
自
治
区
会

の
方
向
性
の
見
直
し
や
改
善
工

夫
に
着
手
し
ま
し
た
。
全
国
の

先
進
地
域
の
実
例
を
勉
強
・

参
考
に
し
な
が
ら
、
で
き
る
こ

と
か
ら
提
言
を
ま
と
め
て
い
き

た
い
と
思
って
い
ま
す
。
小
さ
な

こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、

持
続
可
能
な
自
治
区
会
を
め

ざ
し
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
協
力

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
し
て
、

新
春
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
昭
和
51
年
創
刊
以
来
、
今
年
で
50
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
こ
ま
で
到
達
で
き
た
こ
と
は
、
偏
に
各
面
掲
載
の
諸
ス
ポ

ン
サ
ー
篤
志
に
よ
る
経
済
的
支
援
と
各
自
治
区
会
、
町
会
、

隣
組
、
各
責
任
者
の
方
々
に
よ
る
配
付
協
力
の
賜
物
と
深
く

感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
　
じ
ゃ
ー
な
る
洞
南
　
敬
白

桑
原
　
一
夫
　
連
合
会
会
長

秋
吉
　
泰
志
　
陣
原
自
治
区
会
長

井
上
　
義
弘
　
折
尾
赤
坂
　
〃

高
橋
　
正
治
　
友
　
田
　
　
〃

末
吉
　
隆
一
　
折
尾
北
　
　
〃

大
我
憲
太
郎
　
折
尾
西
　
　
〃

梶
原
　
靜
夫
　
則
松
東
　
　
〃

萩
峯
　
節
雄
　
松
寿
山
　
　
〃

和
田
　
貞
子
　
則
松
西
　
　
〃

和
田
　
幸
三
　
則
松
団
地
　
〃

高
橋
　
謙
一
　
長
　
崎
　
　
〃

大
庭
　
武
司
　
折
尾
東
　
　
〃

渡
辺
　
　
保
　
折
尾
南
　
　
〃

木
村
　
栄
久
　
大
　
膳
　
　
〃

堤
　
　
伸
矢
　
日
吉
台
　
　
〃

梅
下
　
勝
己
　
本
城
東
　
　
〃

綱
分
ふ
さ
代
　
本
城
柳
原
　
〃

仲
　
賢
六
郎
　
御
　
開
　
　
〃

小
田
　
廣
幸
　
本
　
城
　
　
〃

水
ノ
江
光
義
　
本
城
西
力
丸
〃

原
　
　
保
美
　
本
城
西
市
住
〃

淡
野
　
篤
子
　
本
城
西
県
　
〃

太
川
　
健
治
　
本
城
西
大
浦
〃

篠
原
廣
一
郎
　
本
城
西
大
平
〃

前
田
　
孝
夫
　
光
貞
台
　
　
〃

松
本
　
正
樹
　
浅
川
学
園
台
〃

三
好
　
和
義
　
藤
　
原
　
　
〃

村
田
　
隆
弘
　
浅
川
本
村
　
〃

安
部
　
俊
一
　
浅
川
台
小
松
〃

広
瀬
　
昭
利
　
浅
川
エ
メ
ラ
ル
ド
〃

貞
末
　
輝
正
　
浅
川
日
の
峯
〃

堤
野
　
久
男
　
三
ツ
頭
　
　
〃

伊
藤
　
邦
晴
　
浅
川
イ
ト
ー
ピ
ア
〃

折
尾
地
区
自
治
区
会
連
合
会（
敬
称
略
）

折
尾
の
発
展
と
と
も
に

持
続
可
能
な
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会
を
め
ざ
し
て
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地
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折
尾
地
区
自
治
区
会
連
合

会
（
桑
原
一
夫
会
長
・
梶
原

靜
夫
事
務
局
長
）定
例
会
が
、

11
月
19
日
と
12
月
17
日
、
折

　
11
月
６
日
、
Ｊ
Ｒ
折
尾
駅

北
口
広
場
で
第
３
回
「
折
尾

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
点
灯

式
と
「
お
り
お
バ
ル
乾
杯
大

　
11
月
29
日
、
光
貞
市
民
セ

ン
タ
ー
（
冨
田
孝
浩
館
長
）

で
三
世
代
ふ
れ
あ
い
も
ち
つ

き
大
会
（
篠
原
廣
一
郎
実
行

　
11
月
30
日
、
本
城
公
園
中

央
広
場
で
御
開
自
治
区
会

（
仲
賢
六
郎
会
長
）
主
催
の

会
第
４
回
「
お
ひ
ら
き
フ
ェ

尾
東
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
11
月
19
日
に
は
定
例
会

終
了
後
、
令
和
７
年
度
区
政

懇
談
会
も
行
わ
れ
た
。

会
」
が
同
時
開
催
さ
れ
、
大

勢
の
見
物
客
で
賑
わ
っ
た
。

　
高
架
下
で
は
、
ビ
ー
ル
と

レ
モ
ン
チ
ュ
ー
ハ
イ
で
お
り

委
員
会
長
）
が
あ
り
、
大
勢

の
人
出
で
賑
わ
っ
た
。

　
今
年
は
１
２
０
人
の
ス

タ
ッ
フ
や
子
ど
も
、
中
学
生
、

ス
タ
」
が
あ
り
、
大
勢
の
人

出
で
賑
わ
っ
た
。
ガ
ラ
ポ
ン

抽
選
会
や
縁
日
な
ど
の
テ
ン

ト
の
ほ
か
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

お
バ
ル
乾
杯
大
会

が
あ
り
、
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
で
駅
周

辺
の
樹
木
が
一
斉

点
灯
。
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
と
歓

声
が
起
こ
り
、
あ

ち
こ
ち
で
写
真
撮

影
す
る
光
景
が
見

ら
れ
た
。

　
点
灯
は
１
月
31

日
ま
で
。

地
元
企
業
な
ど
大

勢
の
参
加
者
に

よ
っ
て
80
㎏
の
餅

が
次
々
に
つ
き
あ

げ
ら
れ
た
。
ま
た
、

女
性
ス
タ
ッ
フ
の

手
で
丸
め
ら
れ
た

小
餅
は
、
き
な
粉

餅
や
お
ろ
し
餅
、

ぜ
ん
ざ
い
と
し
て

来
場
者
に
振
る
舞

わ
れ
た
。

も
開
店
。
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
は
、

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
や

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
は
、
お
宝
を

探
す
人
で
賑
わ
っ

た
。

　
晴
天
に
恵
ま
れ

地
域
ふ
れ
あ
い
の

一
日
と
な
っ
た
。

　
11
月
３
日
、「
子
ど
も
と

大
人
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
が
、

浅
川
校
区
地
域
で
G
O
！

G
O
！
健
康
づ
く
り
事
業

　
11
月
22
日
、
本
城
小
学
校

中
庭
で
本
城
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
（
小
田
廣
幸
会
長
）
主

催
の
も
ち
つ
き
大
会
が
あ
り
、

　
12
月
７
日
、
則
松
公
園
で

第
３
回
則
松
東
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
タ
（
仰
木
登
代
子
実

行
委
員
長
・
梶
原
靜
夫
祭

■
浅
川
台
小
松
・
浅
川
日
の

峯
自
治
区
会
合
同
提
出

〔
代
表 

浅
川
台
小
松
自
治
区
会

　安
部

　俊
一
会
長
〕

【
内
容
】
日
峯
１
丁
目
交
差

点
は
、
本
年
３
月
11
日
都
市

計
画
道
路
12
号
線
の
拡
幅
工

事
が
完
了
し
た
こ
と
も
あ
り
、

縄
手
方
面
か
ら
の
進
入
車
両

推
進
委
員
会
・
浅
川
青
少
年

育
成
協
議
会
の
主
催
で
行
わ

れ
た
。

　
浅
川
児
童
館
グ
ラ
ウ
ン
ド

大
勢
の
人
出
で
賑
わ
っ
た
。

　
会
場
は
１
、
２
、
３
の
掛

け
声
と
連
打
の
音
が
響
い
た
。

大
人
た
ち
に
交
じ
り
子
ど
も

主
）
が
あ
り
、
家
族
連
れ
な

ど
多
く
の
人
出
で
賑
わ
っ
た
。

　
会
場
に
は
、
輪
投
げ
、

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、

を
出
発
し
た
90
人
の

参
加
者
は
、
高
須

（
若
松
区
）
の
思
楽

緑
道
を
抜
け
、
三
ツ

頭
一
丁
目
か
ら
江
川

沿
い
を
浅
川
町
に
戻

る
コ
ー
ス
を
散
策
。

心
地
よ
い
秋
空
の
下

で
、
紅
葉
や
ス
ス
キ

を
楽
し
み
な
が
ら
約

４
・
８
㎞
の
道
の
り

を
歩
い
た
。

た
ち
も
杵
を
振

る
っ
て
、
60
㎏
の

餅
を
つ
き
上
げ
た
。

体
育
館
や
校
舎
下

で
は
、
女
性
ス

タ
ッ
フ
が
き
な
粉

餅
、
お
ろ
し
餅
、

し
ょ
う
ゆ
餅
、
あ

ん
餅
作
り
に
精
を

出
し
、
参
加
者
に

振
る
舞
わ
れ
た
。

射
的
な
ど
の
子
ど
も

コ
ー
ナ
ー
や
焼
き
鳥
、

綿
菓
子
、
焼
き
そ
ば

な
ど
テ
ン
ト
が
並
び
、

餅
つ
き
大
会
も
あ
っ

た
。
地
元
の
消
防
第

５
分
団
に
よ
る
消
防

士
体
験
や
、
今
年
は

消
防
音
楽
隊
（
カ

ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
含

む
）
の
演
奏
も
あ
っ

た
。

も
多
く
、
朝
の
小
中
学
校
通

学
時
に
交
通
指
導
の
旗
振
り

を
し
て
い
る「
交
通
指
導
員
」

は
、
子
供
の
安
全
誘
導
に
大

変
気
を
使
っ
て
い
る
。
本
交

差
点
を
通
る
小
学
生
は
、
浅

川
小
松
自
治
区
の
ほ
ぼ
全
員
、

浅
川
日
の
峯
自
治
区
会
の
一

部
、
合
計
約
１
０
０
名
で
あ

り
、
そ
の
子
供
た
ち
が
朝
７

時
20
分
頃
か
ら
８
時
10
分
頃

ま
で
の
間
に
集
中
し
て
通
っ

て
い
る
。
こ
こ
最
近
、
通
学

途
中
の
子
供
の
列
に
車
が
衝

突
し
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出

し
て
し
ま
っ
た
な
ど
と
い
う
、

大
変
痛
ま
し
い
事
故
報
道
を

数
多
く
耳
に
し
て
い
る
。

　
通
学
路
上
に
位
置
す
る
本

交
差
点
を「
歩
車
分
離
信
号
」

に
更
新
す
る
こ
と
に
よ
り
歩

行
者
に
と
っ
て
も
、
ま
た
、

運
転
者
に
と
っ
て
も
大
き
く

安
全
が
確
保
で
き
る
と
考
え

る
。
加
え
て
、
交
差
点
の
視

認
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

横
断
歩
道
や
停
止
線
な
ど
の

白
線
類
の
引
き
直
し
が
必
要

と
考
え
る
。（
現
状
、
消
え

か
け
て
い
る
白
線
が
あ
る
）

【
回
答
】
当
交
差
点
に
つ
い

て
は
朝
の
通
学
時
間
帯
に
多

数
の
児
童
が
西
側
（
水
巻
町

側
）
の
横
断
歩
道
を
浅
川
台

方
面
か
ら
浅
川
小
学
校
方
向

へ
横
断
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
現
時
点
で
は
、

①
（
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と

す
る
児
童
と
輻
輳
す
る
可
能

性
の
あ
る
）
従
道
路
側
か
ら

の
右
左
折
車
両
が
少
な
い
。

②
車
両
か
ら
の
見
通
し
が
よ

い
。
③
朝
の
通
学
時
間
帯
以

外
、
歩
行
者
が
少
な
い
。

④
過
去
３
年
、
人
身
事
故

（
人
の
怪
我
す
る
事
故
）
の

発
生
が
な
い
。

　
等
の
理
由
か
ら
、
歩
車
分

離
式
信
号
設
置
を
見
送
る
も

の
と
す
る
。
但
し
、
現
場
の

横
断
歩
道
等
の
標
示
に
経
年

劣
化
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、

付
近
の
横
断
歩
道
等
を
含
め

て
、
更
新
（
塗
直
し
）
し
て

い
く
。
　
　【
折
尾
警
察
署
】

　
交
差
点
周
辺
の
道
路
管
理

者
が
管
理
す
る
外
側
線
や
中

央
線
な
ど
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

や
歩
行
者
の
視
認
性
を
高
め

る
た
め
更
新
す
る
。

【
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
】

■
御
開
自
治
区
会

〔
仲
賢
六
郎
会
長
〕

【
内
容
】
御
開
４
丁
目
、
５

丁
目
、
大
字
本
城
域
内
の
水

路
や
小
川
に
は
、
鯉
・
鮒
・

メ
ダ
カ
・
亀
な
ど
の
生
き
物

が
生
息
し
、
小
魚
を
餌
に
す

る
サ
ギ
や
カ
ワ
セ
ミ
な
ど
の

野
鳥
が
時
折
飛
来
し
て
お
り
、

環
境
整
備
に
よ
り
住
民
と
自

然
の
共
存
が
で
き
、
憩
い
の

場
に
な
れ
ば
と
考
え
る
。

改
善
へ
の
課
題
等

１
．
水
路
等
へ
の
不
法
投
棄

防
止
の
啓
発

２
．
水
路
内
へ
の
川
遊
び
等

の
無
断
立
ち
入
り
禁
止

３
．
水
路
内
の
定
期
清
掃

【
回
答
】
当
該
区
域
の
水
路

は
、
主
に
農
業
用
水
と
し
て

の
機
能
を
有
し
て
お
り
、
田

へ
の
水
の
供
給
を
最
優
先
に

考
え
た
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

　「
改
善
へ
の
課
題
」に
対
す

る
解
決
策
と
し
て
は
、
以
下

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

１
．
水
路
等
へ
の
不
法
投
棄

防
止
の
啓
発

　
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
手

段
と
し
て
、『
不
法
投
棄

禁
止
』と
表
記
し
た
注
意

喚
起
の
看
板
を
設
置
。

２
．
水
路
内
へ
の
川
遊
び
等

の
無
断
立
ち
入
り
禁
止

　『
川
遊
び
禁
止
』と
表
記
し

た
注
意
喚
起
看
板
を
設
置
。

３
．
水
路
内
の
定
期
清
掃

　
こ
れ
ま
で
、
ゲ
ー
ト
部
の

清
掃
を
適
宜
行
っ
て
き
た

が
、
更
な
る
環
境
改
善
の

た
め
、
陸
上
競
技
場
の

周
囲
の
水
路
浚
渫
を
実

施
す
る
予
定
。

　
な
お
、「
ア
ー
バ
ン
ネ
イ

チ
ャ
ー
北
九
州
」で
は
、「
多

自
然
川
づ
く
り
の
整
備
を
進

め
る
」と
あ
り
、
担
当
部
署

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
国
と

同
様
に
、
主
要
な
河
川
（
事

例
：
撥
川
、
金
山
川
等
）
を

対
象
と
し
て
い
る
の
で
、
該

当
箇
所
の
再
整
備
は
困
難
だ

が
、
水
路
の
浚
渫
等
は
、
今

後
も
適
宜
実
施
し
て
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
】

折尾地区自治区会
連合会定例会・
区政懇談会

区
政
懇
談
会
で
意
見
交
換

区
政
懇
談
会
で
意
見
交
換

区
政
懇
談
会
で
意
見
交
換

区
政
懇
談
会

❶
日
峯
１
丁
目
交
差
点
に
お

け
る
通
学
路
の
安
全
対
策

❷
本
城
浄
水
場
南
側
水
路
・

本
城
公
園
南
側
の
川
の
環

境
整
備
に
つ
い
て

※
北
九
州
市
が
推
進
し
て
い

る
「
生
物
多
様
性
戦
略
」

„
ア
ー
バ
ン
ネ
イ
チ
ャ
ー

北
九
州
“
に
沿
っ
て

イルミネーションの世界を楽しむ来場者

「折尾イルミネーション」点灯！
「おりおバル」と同時開催

江川沿いを散策する参加者

秋の空気を吸い込んで
「子どもと大人のウォーキング」

大人に負けず子どもたちもパワー炸裂

連打の音が響く！
「本城校区もちつき大会」

子どもコーナーに列をつくる子どもたち

消防士体験も
「第3回則松東フェスタ」

お父さんたちのガンバリを見守る家族連れ

餅つきで世代間交流
「三世代もちつき大会」

縁日のテントに集まった大勢の子どもたち

家族連れで賑わう
「第4回おひらきフェスタ」

〒807‐0821
北九州市八幡西区陣原一丁目2番11号
TEL　093-616-0753
FAX　093-616-0754
https://www.showa-felicia.com

理事長・院長　田中　弘
北九州市八幡西区力丸町 11ｰ22

内科・腎臓内科・人工透析
医療法人
医生ヶ丘クリニック

TEL：093ｰ601ｰ5555

こ
の
新
聞
は
折
尾
地
区
自
治
区
会
・
町
会
・
隣
組
と
各
ス
ポ
ン
サ
ー
の

篤
志
家
の
協
力
で
折
尾
地
区
町
内
会
加
入
の
世
帯
に
配
付
さ
れ
て
い
ま
す
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な
る
洞
南
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も
開
店
。
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
は
、

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
や

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
は
、
お
宝
を

探
す
人
で
賑
わ
っ

た
。

　
晴
天
に
恵
ま
れ

地
域
ふ
れ
あ
い
の

一
日
と
な
っ
た
。

専
攻
科
、
短
期
大
学
の

折
尾
愛
真
学
園
の
各
学

校
が
地
域
に
必
要
と
さ

れ
発
展
を
続
け
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
道
は
決
し

射
的
な
ど
の
子
ど
も

コ
ー
ナ
ー
や
焼
き
鳥
、

綿
菓
子
、
焼
き
そ
ば

な
ど
テ
ン
ト
が
並
び
、

餅
つ
き
大
会
も
あ
っ

た
。
地
元
の
消
防
第

５
分
団
に
よ
る
消
防

士
体
験
や
、
今
年
は

消
防
音
楽
隊
（
カ

ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
含

む
）
の
演
奏
も
あ
っ

た
。

も
多
く
、
朝
の
小
中
学
校
通

学
時
に
交
通
指
導
の
旗
振
り

を
し
て
い
る「
交
通
指
導
員
」

は
、
子
供
の
安
全
誘
導
に
大

変
気
を
使
っ
て
い
る
。
本
交

差
点
を
通
る
小
学
生
は
、
浅

川
小
松
自
治
区
の
ほ
ぼ
全
員
、

浅
川
日
の
峯
自
治
区
会
の
一

部
、
合
計
約
１
０
０
名
で
あ

り
、
そ
の
子
供
た
ち
が
朝
７

時
20
分
頃
か
ら
８
時
10
分
頃

ま
で
の
間
に
集
中
し
て
通
っ

て
い
る
。
こ
こ
最
近
、
通
学

途
中
の
子
供
の
列
に
車
が
衝

突
し
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出

し
て
し
ま
っ
た
な
ど
と
い
う
、

大
変
痛
ま
し
い
事
故
報
道
を

数
多
く
耳
に
し
て
い
る
。

　
通
学
路
上
に
位
置
す
る
本

交
差
点
を「
歩
車
分
離
信
号
」

に
更
新
す
る
こ
と
に
よ
り
歩

行
者
に
と
っ
て
も
、
ま
た
、

運
転
者
に
と
っ
て
も
大
き
く

安
全
が
確
保
で
き
る
と
考
え

る
。
加
え
て
、
交
差
点
の
視

認
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

横
断
歩
道
や
停
止
線
な
ど
の

白
線
類
の
引
き
直
し
が
必
要

と
考
え
る
。（
現
状
、
消
え

か
け
て
い
る
白
線
が
あ
る
）

【
回
答
】
当
交
差
点
に
つ
い

て
は
朝
の
通
学
時
間
帯
に
多

数
の
児
童
が
西
側
（
水
巻
町

側
）
の
横
断
歩
道
を
浅
川
台

方
面
か
ら
浅
川
小
学
校
方
向

へ
横
断
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
現
時
点
で
は
、

①
（
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と

す
る
児
童
と
輻
輳
す
る
可
能

性
の
あ
る
）
従
道
路
側
か
ら

の
右
左
折
車
両
が
少
な
い
。

②
車
両
か
ら
の
見
通
し
が
よ

い
。
③
朝
の
通
学
時
間
帯
以

外
、
歩
行
者
が
少
な
い
。

④
過
去
３
年
、
人
身
事
故

（
人
の
怪
我
す
る
事
故
）
の

発
生
が
な
い
。

　
等
の
理
由
か
ら
、
歩
車
分

離
式
信
号
設
置
を
見
送
る
も

の
と
す
る
。
但
し
、
現
場
の

横
断
歩
道
等
の
標
示
に
経
年

劣
化
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、

付
近
の
横
断
歩
道
等
を
含
め

て
、
更
新
（
塗
直
し
）
し
て

い
く
。
　
　【
折
尾
警
察
署
】

　
交
差
点
周
辺
の
道
路
管
理

者
が
管
理
す
る
外
側
線
や
中

央
線
な
ど
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

や
歩
行
者
の
視
認
性
を
高
め

る
た
め
更
新
す
る
。

【
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
】

■
御
開
自
治
区
会

〔
仲
賢
六
郎
会
長
〕

【
内
容
】
御
開
４
丁
目
、
５

丁
目
、
大
字
本
城
域
内
の
水

路
や
小
川
に
は
、
鯉
・
鮒
・

メ
ダ
カ
・
亀
な
ど
の
生
き
物

が
生
息
し
、
小
魚
を
餌
に
す

る
サ
ギ
や
カ
ワ
セ
ミ
な
ど
の

野
鳥
が
時
折
飛
来
し
て
お
り
、

環
境
整
備
に
よ
り
住
民
と
自

然
の
共
存
が
で
き
、
憩
い
の

場
に
な
れ
ば
と
考
え
る
。

改
善
へ
の
課
題
等

１
．
水
路
等
へ
の
不
法
投
棄

防
止
の
啓
発

２
．
水
路
内
へ
の
川
遊
び
等

の
無
断
立
ち
入
り
禁
止

３
．
水
路
内
の
定
期
清
掃

【
回
答
】
当
該
区
域
の
水
路

は
、
主
に
農
業
用
水
と
し
て

の
機
能
を
有
し
て
お
り
、
田

へ
の
水
の
供
給
を
最
優
先
に

考
え
た
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

　「
改
善
へ
の
課
題
」に
対
す

る
解
決
策
と
し
て
は
、
以
下

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

１
．
水
路
等
へ
の
不
法
投
棄

防
止
の
啓
発

　
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
手

段
と
し
て
、『
不
法
投
棄

禁
止
』と
表
記
し
た
注
意

喚
起
の
看
板
を
設
置
。

２
．
水
路
内
へ
の
川
遊
び
等

の
無
断
立
ち
入
り
禁
止

　『
川
遊
び
禁
止
』と
表
記
し

た
注
意
喚
起
看
板
を
設
置
。

３
．
水
路
内
の
定
期
清
掃

　
こ
れ
ま
で
、
ゲ
ー
ト
部
の

清
掃
を
適
宜
行
っ
て
き
た

が
、
更
な
る
環
境
改
善
の

た
め
、
陸
上
競
技
場
の

周
囲
の
水
路
浚
渫
を
実

施
す
る
予
定
。

　
な
お
、「
ア
ー
バ
ン
ネ
イ

チ
ャ
ー
北
九
州
」で
は
、「
多

自
然
川
づ
く
り
の
整
備
を
進

め
る
」と
あ
り
、
担
当
部
署

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
国
と

同
様
に
、
主
要
な
河
川
（
事

例
：
撥
川
、
金
山
川
等
）
を

対
象
と
し
て
い
る
の
で
、
該

当
箇
所
の
再
整
備
は
困
難
だ

が
、
水
路
の
浚
渫
等
は
、
今

後
も
適
宜
実
施
し
て
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
】

　
折
尾
愛
真
学
園
は
本
年
創

立
90
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
人
格

教
育
に
よ
り
青
少
年
の
育
成

と
い
う
幻
を
抱
い
た
創
立
者

増
田
孝
先
生
は
、
折
尾
の
地

に
折
尾
高
等
簿
記
学
校
を
設

立
し
ま
し
た
。
15
名
の
新
入

生
で
し
た
。
昭
和
10
年
（
１

９
３
５
年
）
に
開
校
し
、
戦

前
、
戦
中
、
戦
後
の
混
沌
と

し
た
時
代
を
経
て
今
日
に
至

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
建
学

の
方
針
を
堅
持
す
る
た
め
に

ど
れ
だ
け
多
く
の
方
々
の
協

力
や
支
え
、
そ
し
て
犠
牲
が

あ
っ
た
か
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
し

１
０
０
年
に
向
け
て
新
た
な

歩
み
を
始
め
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
保
育
園
、
幼
稚
園
、

中
学
校
、
高
等
学
校
、
看
護

の
折
尾
愛
真
短
期
大
学
で

「
薬
物
乱
用
防
止
講
演
会
」

を
行
っ
た
。

　
大
麻
を
は
じ
め
と
し
た
薬

物
犯
罪
は
全
国
的
に
中
高
生

等
若
年
化
し
て
お
り
、
若
者

の
好
奇
心
や
一
回
だ
け
だ
っ

た
ら
と
言
っ
た
安
易
な
気
持

ち
か
ら
、
薬
物
乱
用
は
後
を

絶
た
な
い
。

　
地
域
の
保
護
司
で
あ
る
山

本
敏
明
氏
（
八
幡
保
護
司
会

副
会
長
・
元
市
消
防
局
警
防

部
長
）
が
12
月
1
日
、
地
元

て
平
坦
で
は
な
い
と
存
じ
ま

す
が
、
創
立
者
は
「
苦
難
は

神
が
私
た
ち
を
教
育
し
給
う

手
段
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お

ら
れ
ま
す
。
勇
気
、
希
望
、

忍
耐
を
持
っ
て
進
ん
で
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
ご
支
援
、
ご
指
導
く
だ
さ

い
ま
し
た
皆
様
方
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
学
園
創
立
90
年
を

覚
え
て
属
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
の
行
事
に
「
創
立
90
周

年
記
念
」
と
い
う
冠
を
つ
け

て
実
施
し
、
11
月
20
日
に
職

員
、
学
生
、
生
徒
が
集
ま
り

記
念
感
謝
礼
拝
を
捧
げ
ま
し

た
。
創
立
者
増
田
孝
先
生
は

カ
ー
ル
ヒ
ル
テ
ィ
の
「
好
ん

で
小
さ
く
始
め
よ
。
小
さ
な

こ
と
に
忠
実
で
勤
勉
で
あ

　
山
本
氏
は
、
こ
の
折
尾

（
北
九
州
市
）
地
域
か
ら
そ

の
よ
う
な
薬
物
犯
罪
を
防
ぐ

た
め
、
大
学
等
で
の
講
演
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
講

れ
」
と
い
う
言
葉
を
大
切
に

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

言
葉
は
今
に
引
き
継
が
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
学
園
開
校
に
あ
た

り
最
初
の
入
学
案
内
に
「
本

校
は
職
業
教
育
を
施
し
て
有

能
な
人
材
を
世
に
送
り
出
そ

う
と
志
し
て
い
る
。
善
き
良

心
と
独
特
の
才
能
を
引
き
出

す
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が
本
校

の
根
本
精
神
で
あ
る
」
と
謳

わ
れ
て
い
ま
す
。
創
立
者
の

建
学
の
方
針
を
大
切
に
、
変

え
る
べ
き
も
の
と
変
え
て
は

い
け
な
い
も
の
を
英
知
を

も
っ
て
峻
別
し
、
神
が
良
し

と
さ
れ
る
も
の
を
創
立
１
０

０
年
に
向
け
皆
で
力
を
あ
わ

せ
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

演
会
で
は
、
薬
物
の
現
状
や

恐
さ
、
身
体
に
与
え
る
影
響
、

社
会
的
リ
ス
ク
等
を
学
生
に

伝
え
、
絶
対
に
手
を
出
さ
な

い
こ
と
を
訴
え
、
参
加
し
た

学
生
か
ら
は
「
薬

物
の
恐
ろ
し
さ
や

身
体
・
精
神
に
与

え
る
リ
ス
ク
に
つ

い
て
深
く
理
解
で

き
ま
し
た
」
と
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　
山
本
氏
は
「
今

後
も
機
会
が
あ
る

た
び
に
訴
え
て
い

き
た
い
」
と
話
し

て
い
た
。

折
尾
愛
真
学
園
創
立
90
周
年  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

さ
さ
え
ら
れ
て
90
年

　
　
百
年
を
見
据
え
て

理
事
長

　
増
田

　
仰

地域の保護司が
若者に薬物乱用の
恐さを伝える

子どもコーナーに列をつくる子どもたち

消防士体験も
「第3回則松東フェスタ」

縁日のテントに集まった大勢の子どもたち

家族連れで賑わう
「第4回おひらきフェスタ」

増田  仰 理事長

熱心に講話を聴く学生たちと薬物乱用を訴える山本氏

投
稿
は
葉
書
で
偶
数
月
の
15
日
か
ら
20
日
の
間
に
お
願
い
し
ま
す
。

電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
。
読
み
に
く
い
字
に
は
ふ
り
が
な
を
。

季
節
に
即
し
た
題
材
で
投
稿
願
い
ま
す
。

寒か
ん
つ
ば
き椿
昨
夜
の
雪
に
抱い

だ

か
れ
て

百
崎
　
良
雄
（
浅
川
学
園
台
）

得
の
な
い
戦
い
終
わ
れ
水
仙
咲
く

長
田
　
光
子
（
光
貞
台
）

老
夫
婦
寒
菊
め
で
て
師
走
入
り

大
我
　
俊
輔
（
折
　
尾
）

大
隈
に
御
降
り
沖
へ
祀
る
鮭

赤
沼
　
包
雄
（
光
貞
台
）

五
十
音
あ
い
で
始
ま
り
恩
で
終
ゆ

中
村
　
　
勇
（
日
吉
台
）

　
　
少
し
大
袈
裟
一
年
の
計

朝
に
照
り
夕
に
輝
く
富
士
よ
り
も

大
藤
　
哲
生
（
浅
川
学
園
台
）

　
　
美
し
き
か
な
人
の
尊
厳

遠
く
に
住
む
娘
よ
案あ

ん

ず
る
事
な
か
れ

篠
﨑
　
恵
子
（
浅
川
台
）

　
　
近
く
の
友
と
仲
良
く
し
て
る
よ

ま
だ
ま
だ
と
命
に
艶
の
灯
を
と
も
す

時
津
み
つ
こ
（
藤
　
原
）

年
金
に
し
っ
か
り
し
ろ
と
喝
を
入
れ

堤
野
　
久
男
（
三
ツ
頭
）

醤
油
も
餡
子
も
き
な
粉
も
あ
る
賀
正

濵
田
　
孝
弘
（
浅
川
日
の
峯
）

気
が
つ
け
ば
息
を
忘
れ
て
好
き
な
こ
と

野
路
　
　
広
（
浅
川
日
の
峯
）

日
め
く
り
に
き
ょ
う
の
命
を
感
謝
す
る

中
西
　
照
夫
（
日
吉
台
）

萩
こ
ぼ
れ
る
床
そ
の
ま
ま
に
塵
を
捨
て

原
田
　
和
代
（
美
吉
野
町
）

捨
て
ま
せ
ん
な
り
こ
の
悪
い
野
菜
で
も

松
岡
東
洋
一
（
浅
川
日
の
峯
）

お
せ
ち
料
理
数
の
子
ぬ
い
た
老
夫
婦

松
石
　
康
男
（
浅
川
日
の
峯
）

川
の
名
が
鉱
泉
宿
の
華
を
誇
る

中
薗
　
　
哲
（
浅
川
台
）

アールリハビリクリニック

院長 白石純一郎　則松 6丁目15-38　093-692-6666

肩や腰の痛みでお困りの方、
スポーツによる怪我でお困りの方、
パーキンソン病や

脳卒中でお困りの方、
お気軽にご来院ください。

浅 川 学 園 台
在宅クリニック

通院が難しい方に訪問診療を行います。

月・火・木・金／8：30～17：30
水・土／8：30～12：30
日・祝日休診　※外来予約制

ホームページは
　こちらから→

小池学園そば☎600-2717

内　　　科 脳神経外科神 経 内 科

千草歯科医院
住所 八幡西区千代ヶ崎3丁目14-19
電話 093-693-1670
時間 午前 9:00～13:00 午後 14:00～18:00

休診 土曜午後，日祝日，第1・3土曜日

こ
の
新
聞
は
折
尾
地
区
自
治
区
会
・
町
会
・
隣
組
と
各
ス
ポ
ン
サ
ー
の

篤
志
家
の
協
力
で
折
尾
地
区
町
内
会
加
入
の
世
帯
に
配
付
さ
れ
て
い
ま
す

　
　じ
ゃ
ー
な
る
洞
南
社

　電
話

　０
９
０
・
９
６
５
２
・
３
０
８
４

「
イ
ジ
メ
を
す
る
人
は
生
き
て
い
る
世
界
が
狭
い
ん
で
す

ね
」
と
結
ん
で
あ
り
、
と
て
も
共
感
し
ま
し
た
。
日
々
、

今
に
最
善
を
尽
く
し
、
狭
い
世
界
の
中
で
生
き
る
の
で

は
な
く
、
広
い
世
界
を
見
て
生
き
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

高
峯
山
妙
法
寺
（
則
松
）

　第
18
世
住
職
　安
武
宣
哉

『
魚
は
広
い
海
の
中
な
ら
助
け
合
う
の
に
、
狭
い
水
槽

に
入
れ
て
育
て
る
と
イ
ジ
メ
が
発
生
す
る
ん
で
す
』

さ
か
な
ク
ン



　
Ｊ
Ｒ
折
尾
駅
入
口
両
サ
イ
ド
に

今
年
も
大
き
な
門
松
が
出
現
。
駅

利
用
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

　
新
駅
舎
完
成
を
機
に
、
折
尾
東

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
重
岡
重
男

会
長
）
と
折
尾
神
楽
保
存
会
（
野

村
砂
男
会
長
）
が
駅
の
入
口
に
手

作
り
の
大
き
な
門
松
を
毎
年
設
置
。

　
12
月
５
日
、
９
人
の
関
係
者
が

材
料
を
持
ち
寄
り
、
直
径
約
60
㎝

高
さ
約
２
m
の
門
松
を
完
成
さ
せ

た
。

　
日
峯
神
社
は
、
創
建
よ
り
１
１
６

０
年
余
り
の
年
月
を
重
ね
、
地
域

の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
今
ま
で
の
歩
み
を
未

来
へ
継
承
す
る
た
め
、
社
紋
を
一
新

し
ま
し
た
。
新
し
い
社
紋
は
由
緒

と
歴
史
か
ら
「
日
＝
太
陽
」「
峯

＝
山
」「
琵
琶
＝
調
和
と
音
楽
」

を
三
色
で
表
し
、
人
と
神
、
自
然

と
心
が
結
び
つ
く
神
社
の
姿
を
表
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
と

も
に
歩
み
、
祈
り
と
集
い
の
中
心
と

し
て
未
来
を
繋
い
で
ま
い
り
ま
す
。

発
行
の
無
事
故
・
無
違
反
証

明
書
１
通
（
証
明
書
申
し
込

み
用
紙
は
、
警
察
署
、
交
番
、

協
会
窓
口
で
受
け
取
り
）

《
受
付
・
問
合
せ
》
折
尾
警

察
署
内
折
尾
交
通
安
全
協
会

窓
口
☎
６
０
１
・
１
８
１
８

《
そ
の
他
》

①
地
区
表
彰
受
賞
者
は
、
県

連
名
表
彰
・
緑
十
字
銅
章
・

管
区
連
名
表
彰
、
緑
十
字
銀

章
、
緑
十
字
金
章
と
段
階
的

に
表
彰
基
準
が
上
が
る
。

②
緑
十
字
金
章
、
緑
十
字
銀

章
、
管
区
連
名
表
彰
、
緑
十

字
銅
章
、
県
連
名
表
彰
の
申

請
受
付
は
４
月
以
降
と
な
る
。

上
無
事
故
・
無
違
反
で
他
の

運
転
者
の
模
範
と
な
る
方

地
区
連
名
表
彰
（
折
尾
警
察

署
長
・
折
尾
交
通
安
全
協
会

長
）

=

10
年
以
上
無
事
故
・

無
違
反
で
他
の
運
転
者
の
模

範
と
な
る
方

《
手
続
き
に
必
要
な
書
類
》

　
申
請
書
（
折
尾
警
察
署
内

協
会
窓
口
で
受
け
取
り
）、

運
転
免
許
証
（
裏
・
表
）
と

会
員
証
の
コ
ピ
ー
各
１
枚
、

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー

《
受
付
期
間
》
３
月
２
日
か

ら
31
日
ま
で
（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）
９
時
〜
16
時

《
申
請
資
格
》
交
通
安
全
協

の
会
員
で
自
動
車
運
転
免
許

（
原
付
免
許
を
含
む
）
を
受

け
、
５
年
以
上
又
は
10
年
以

上
運
転
を
継
続
し
、
無
事

故
・
無
違
反
の
方
（
同
種
以

上
の
表
彰
受
賞
者
は
除
く
）。

《
表
彰
の
種
類
》

地
区
単
独
表
彰
（
折
尾
交
通

安
全
協
会
長
）

=

５
年
以

　11 月１日・２日、光貞市民センター（冨田孝浩
館長）で光貞文化祭（光井光男実行委員長）があり、
作品展示やマルシェ、発表会などに多くの来場者が
訪れた。
　展示会場にはクラブ生や地域有志、中学生などの
作品が展示され、子ども縁日では子どもたちが射的
や魚釣りなどを楽しんだ。クラブ発表会では、和太
鼓やフラダンスなど多彩な出し物に大きな拍手が起
こっていた。

　11 月１日・２日、医生丘市民センター（大場智
恵館長）で医生丘まちづくり協議会（水ノ江光義会
長）主催の医生丘文化祭があった。
　館内では、生花、絵画、手芸、写真など、セン
タークラブや地域有志、児童・園児の作品展、健康
相談、喫茶等コーナーがあり、屋外では餅つき体験
などで賑わった。芸能まつりでは、コーラスや太鼓、
太極拳、日舞、よさこいなどが披露され、大きな拍
手が送られた。

　11 月８日・９日、則松市民センター（牛島香館
長）で則松まちづくり協議会（梶原靜夫会長）、則
松市民センター主催ののりまつ校区秋祭りがあり、
大勢の来場者が訪れた。
　会場にはセンタークラブや自治区会、子どもたち
などの作品が展示され、ロビーやテラスでは食品バ
ザーも開店。今年は折尾高校名物「おりこうカレー」
が初参加。芸能発表会では、筝曲、杖道、フラダン
ス、合唱、日舞などが発表された。

　11 月８日・９日、本城市民センター（山下倫弘
館長）で文化祭（小田廣幸実行委員長）があった。
　初日は健康コーナーとお宝バザーがあり、駐車場
にはテント村もできた。期間中、会議室や和室、市
民ホールでは、作品展示があり、センタークラブや
地域の作品が並び、来場者が熱心に見学していた。
　芸能発表会では、合唱や日舞、ダンス、センター
クラブのギター演奏や歌などが披露された。

　11 月 15 日・16 日、浅川市民センター（上中香代
子館長）であさかわフェスタ２０２５（舟木ヤス子
実行委員長）があり、大勢の来場者で賑わった。
　多目的ホールには、コーヒーや弁当、小物などを
販売する浅川ワイワイ広場や地域の手作り作品バ
ザーも出店。２階にはクラブ生の作品や一般作品が
多数展示された。
　芸能発表会では、センタークラブや自治区会から
の出演があり、大きな拍手が送られていた。

　11 月 14 日から 16 日まで、折尾西市民センター
（中村玲子館長）で折尾西まちづくり協議会（木村
栄久会長）、折尾西市民センター主催のおりお西文
化祭があり、連日大勢の来場者で賑わった。
　作品展示や食品バザー、蔵出しバザー、シールラ
リーなどがあり、応援に折尾高校、自由が丘高校の
生徒も訪れた。芸能発表会は、筝合奏、園児の歌、
太鼓、フラダンスなどが披露され、会場から大きな
拍手が送られた。

今年も駅前に門松出現！

新たな一歩。二月一日、日峯神社が生まれ変わります
新社紋披露報告祭

無
事
故
・
無
違
反
の

　
　
　
優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

折
尾
警
察
署
・
折
尾
交
通
安
全
協
会

【新社紋披露報告祭 2/1 ㈰】
10：00 新社紋報告祭（社殿）
12：30 日峯祭神くぐり
（折尾サンリブ前・13時 30 分まで）
14：30 日峯祭神くぐり（神社参道）
※ 11 時～ 15 時　縁日（境内）

完成前の門松に
飾りつけをする関係者

ウクレレ演奏に手拍子で応える観客

み
ん
な
の
光
貞
文
化
祭

２
０
２
５

11
／
1
・
2

　
光
貞
市
民
セ
ン
タ
ー

太極拳の演技を楽しむ観客

11
／
1
・
2

　
医
生
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

医
生
丘
文
化
祭

展示作品を熱心に見学する来場者

11
／
8
・
9

　
則
松
市
民
セ
ン
タ
ー

の
り
ま
つ
校
区
秋
祭
り

お宝バザーで賑わう多目的ホール

11
／
8
・
9

　
本
城
市
民
セ
ン
タ
ー

本
城
市
民
セ
ン
タ
ー

文
化
祭

キッズダンスに拍手を送る観客

11
／
15
・
16

　
浅
川
市
民
セ
ン
タ
ー

あ
さ
か
わ
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
５

ZUMBAのダンスを楽しむ観客

11
／
14
〜
16

　
折
尾
西
市
民
セ
ン
タ
ー

お
り
お
西
文
化
祭

創業62年

自動車整備士さん募集中!!
　　　　（家庭的な雰囲気です♪）

安心と信頼の、心やすらかなセレモニーを皆様にお届け致します

プロジェクションマッピング祭壇

感動するお別れを

配車室㈹ ☎ 691－1152
水巻町吉田東4-2-23

国道3号線沿・大膳橋そば
〒807-0832　八幡西区東筑2-4-20
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